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浜
松
中
納

の

夢
（
上
）

一
訪
問

仁3

物

ー
ー
ー
そ
の
語
葉
の
頻
度
に
就
い
て
｜
｜

池

田

利

夫

浜
松
中
納
言
物
語
に
犀
ミ
夢
の
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
物
語
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
と
と
や
、
作
者
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
菅
原
孝
標
女
の
回
想

記
、
更
級
日
記
に
亦
夢
が
多
く
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
従
っ
て
、
両
者
が
同
一
作
者
の
手
に
な
る
蓋
然
性
が
強
い
こ
と
な
ど
は
、
既
に
多
く
の
先
覚
に
よ
っ
て

検
討
さ
れ
て
き
た
処
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
史
、
乙
と
新
し
く
と
の
問
題
を
採
り
上
げ
る
ま
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
従
来
、
と
の
夢
の
特
質
が
作
者
論
に

関
し
て
の
み
言
わ
れ
て
き
た
傾
き
が
あ
る
し
、
こ
の
物
語
の
研
究
を
志
す
筆
者
に
と
っ
て
、
も
う
少
し
広
い
範
囲
の
中
か
ら
そ
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
お
き

た
い
と
思
う
の
で
、
夢
と
い
う
語
の
検
討
と
と
も
に
、
ひ
と
わ
た
り
述
べ
て
み
た
い
。

人
の
、
夢
に
対
す
る
信
仰
の
腔
史
が
ど
こ
ま
で
辿
れ
る
か
は
俄
か
に
論
じ
ら
れ
な
い
が
、
人
神
未
分
化
の
古
代
人
に
と
っ
て
、
時
間
や
空
間
の
次
元
を
異
に

す
る
夢
は
、

一
つ
の
奇
蹟
で
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
日
常
の
経
験
や
深
層
の
心
児
が
い
か
に
夢
の
中
に
脈
絡
を
与
え
る
か
は
心
理
学
の
関
心
事
で
あ
ろ
う

が
、
古
代
人
に
と
っ
て
、
恐
ら
く
現
代
の
我
々
に
於
で
さ
え
も
、
夢
は
逆
に
、
お
の
れ
の
将
来
と
の
そ
こ
は
か
と
な
い
結
び
つ
き
に
思
い
を
い
た
さ
せ
る
の
で

- 1 ー



あ
る
。
古
事
記
中
迭
で
、

た
か
く
ら
じ
た
ら

神
武
天
皇
が
大
熊
に
出
会
っ
て
皇
軍
も
ろ
共
正
気
を
失
っ
た
時
に
、
そ
の
熊
野
村
の
高
倉
下
が
一
本
っ
た
横
万
は
、
天
照
大
神
と
建

あ
ら
ぷ
る
が
み

仰
雷
神
が
、
夢
の
中
で
授
け
た
も
の
で
、
忽
ち
に
し
て
荒
神
を
平
定
し
て
し
ま
う
が
、
又
、
崇
神
天
皇
の
御
世
に
疫
病
が
流
行
し
た
時
も
、
夢
に
大
物
主
神
が

顕
わ
れ
て
祭
記
を
求
め
ら
れ
る
し
、
沙
不
毘
古
王
の
川
U
A奴
を
、
主
仁
天
皇
ば
、
皇
后
沙
本
毘
売
の
一
以
に
活
れ
な
が
ら
見
る
夢
で
知
る
の
で
あ
る
。

あ
や
し
き
い
め

説
話
に
見
る
夢
は
概
ね
内
有
と
意
図
が
明
白
で
あ
る
が
、
現
実
の
生
活
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
垂
仁
天
皇
の
夢
は
み
ず
か
ら
は
異
夢
と
い
ぷ
か

し
る
し

り
、
是
何
の
表
に
か
あ
ら
ま
し
、
と
忠
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
旦
后
が
、
兄
の
謀
叛
で
あ
る
と
解
く
の
で
あ
る
。
こ
の
、
夢
を
合
わ
せ
る
、
夢
を
解

く
、
占
う
と
い
う
こ
と
も
早
く
に
り
わ
れ
て
お
り
、
下
っ
て
平
安
時
代
に
入
っ
て
も
、
物
語
や
目
記
に
し
き
り
に
見
え
る
「
夢
解
き
」
は
、
そ
れ
を
専
ら
司
る

者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
鏡
の
兼
家
を
語
る
記
事
の
中
で
「
そ
の
程
は
夢
と
き
も
、
か
む
な
ぎ
も
か
し
こ
き
者
ど
も
の
侍
り
し
ぞ
と
よ
」
と
あ

る
よ
う
に
、
夢
と
き
に
も
上
手
下
手
が
あ
り
、
崎
蛤
日
記
に
見
え
る
「
そ
ら
あ
は
せ
」
と
い
う
言
葉
も
、
時
に
は
さ
さ
や
か
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で

あ
る
。

、
、

福
井
久
疏
博
土
の
調
査
（

h時
一
般
崎
駅
一
町
一
川
九
十
九
月
）
に
よ
る
と
、
万
葉
集
に
は
い
め
を
合
ん
だ
歌
が
五
七
首
、
国
歌
大
観
で
は
ゆ
め
を
含
む
歌
が
一

O

二
ニ
首
、

更
に
い
め
を
加
え
る
と
一
O
七
O
首
に
達
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
、
古
代
人
の
夢
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
想
像
さ
れ
る
が
、
一
方
、
そ
の
関
心

の
度
合
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
一
律
で
は
あ
り
え
な
い
。
夢
へ
の
関
心
が
特
に
向
か
っ
た
人
、
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
菅
原
孝
標
女
で
あ
り
、
そ

う
し
た
資
性
は
、
仮
に
物
語
を
書
い
た
時
に
も
あ
ら
わ
に
一
不
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
興
味
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
就
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。
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源
氏
物
語
の
最
後
の
帖
は
「
夢
の
浮
橋
」
で
あ
り
、
源
氏
各
帖
の
名
の
中
で
、

は
、
こ
の
迭
名
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
た
際
（
「
珂
間
一
誠
一
川
」
）
、
「
夢
」
の
詰
が
川
婦
に
応
じ
て
解
釈
す
べ
き
色
々
な
内
討
を
持
つ
て
は
い
る
が
、
源
氏
を
三
部
に
わ

け
た
そ
の
外
面
的
な
統
計
を
と
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
、
と
一
不
さ
れ
た
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

「
歩
」
の
文
字
を
と
ど
め
る
の
は
こ
乙
だ
け
で
あ
る
。
嘗
て
池
田
亀
鑑
博
士

第
一
部

十

帖
rp 

六
O

（
平
均
一
帖
に
一
、
八
）

第
二
部

八
帖
中

七
（
平
均
一
帖
に
四
、
六
）



第
三
部

十
帖
中

四
六
（
平
均
一
帖
に
四
、
六
）

と
あ
り
、
以
上
か
ら
も
、
源
氏
が
あ
る
方
向
に
向
っ
て
性
格
的
な
も
の
i
l

夢
幻
的
な
も
の
、
憧
僚
的
な
も
の
、
ま
た
は
宗
教
的
な
も
のi
l

、
を
強
化
し
つ

つ
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
、
と
さ
れ
た
。
こ
と
で
特
に
私
が
源
氏
に
触
れ
た
の
は
、
浜
松
中
納
言
物
語
が
源
氏
の
、
就
中
宇
治
十
帖
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い

る
一
方
、
孝
襟
女
も
そ
れ
を
熱
愛
耽
読
し
た
こ
と
と
、
夢
の
記
述
の
多
い
と
と
が
、
自
然
、
浜
松
・
更
級
に
「
夢
」
の
語
を
頻
出
せ
し
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
乙
の
池
田
博
士
の
一
不
さ
れ
た
統
計
は
、
外
面
的
で
あ
る
だ
け
に
、
い
さ
さ
か
修
正
を
要
す
る
。
一
つ
に
は

一
帖
平
均
と
い
っ
て
も
、
源
氏
は
各

帖
の
長
短
の
差
が
甚
し
く
、
た
と
え
ば
、
最
短
の
箸
火
に
比
べ
て
、
最
長
の
若
菜
上
は
二
一
十
倍
以
上
も
あ
る
と
い
う
工
合
で
あ
る
か
ら
、
語
の
頻
度
を
考
え
る

な
ら
ば
、

一
帖
平
均
値
で
は
不
都
合
で
あ
る
と
と
と
、
も
う
一
つ
は
、
語
の
数
そ
の
も
の
が
異
る
乙
と
で
あ
る
。
以
前
、
私
が
岩
波
文
庫
本
源
氏
か
ら
拾
い
出

し
た
数
に
よ
る
と
（
そ
の
後
索
引
を
用
い
て
検
し
た
が
勿
論
同
じ
で
あ
っ
た
が
）

「
夢
」
の
語
に
、
五
例
の
「
御
夢
」
を
含
め
て
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

第
一
部

七

（
平
均
一
帖
に
二
、
二
）

第
二
部

（
平
均
一
帖
に
四
、O
）
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第
三
部

四
五

（
平
均
一
帖
に
四
、
五
）

も
し
こ
れ
に
「
御
夢
語
り
」

「
夢
語
り
」
「
夢
路
」
「
夢
見
」
と
い
う
派
生
語
を
含
ま
せ
る
と
、
第
一
部
七
五
、
第
二
部
三
八
、
第
三
部
五
一
、
と
な
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
部
を
追
っ
て
一
帖
平
均
の
頗
度
が
漸
増
す
る
よ
う
に
見
え
る
点
は
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
の
一
帖
の
長
き
で
あ
る
が
、
そ
の

時
、
ほ
か
の
必
要
も
あ
っ
て
、
源
氏
各
帖
の
長
さ
を
、
岩
波
文
庫
本
の
活
字
数
で
概
略
は
か
っ
た
事
が
あ
っ
た
。
字
詰
と
行
数
の
乗
算
で
あ
る
し
、
乙
ま
か
く

言
え
ば
、
漢
字
の
当
て
方
に
よ
っ
て
も
多
少
は
動
く
が
、
大
略
を
見
る
に
は
一
向
差
し
っ
か
え
は
な
い
。
分
量
の
多
い
帖
か
ら
十
帖
程
を
順
次
見
れ
ば
、
若
菜
上

（
四
五
四
C
C
字
｜
｜
概
数
な
の
で
下
二
桁
は
示
さ
な
い
。
）
若
菜
下
（
四
五
二
O
O
）

宿
木
（
四
二
五
O
O
）

総
角
（
三
九
八
O
O
）

浮
舟
合
一
三

一
O
O
）

タ
毎
（
三
二
0
0
0
）

手
習
（
三
O
八
O
O
）

東
屋
（
二
九
0
0
0
）

鯖
蛤
（
二
五
八
O
O
）

賢
木
（
二
二
六
O
O
）
：
：
：
と
な
り
、

短
い
方
か
ら
見
れ
ば
、
箸
火
（
一
五
O
O
）

花
故
里
（
三
C
C
C
）

関
屋
（
三
七
C
C
）

花
宴
（
四
七
O
C
）

空
師
（
五
一
O
O
）

紅
梅
（
五
七

00

) 

匂
宮
（
六
二
O
O
）

初
音
（
六
四
O
O
）

鈴
虫
（
六
四
C
C
）

藤
袴
（
六
五
O
O
）
：
：
：
と
い
う
工
合
で
あ
る
。
こ
れ
を
加
え
て
い
勺
て
、

前
の
各
部
に
お
け
る
一
帖
平
均
が
ど
う
で
あ
る
か
を
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。



第
一
部

三
十
三
帖
合
計

四
O
七
、
三
O
O
字

（
一
帖
平
均

一
二
、
三O
O
字
）

第
二
部

八
帖
合
計

一
七
三
、
九
O
O
字

（
一
拍
平
均

二
一
、
七
O
O
字
）

匂
宮
・
紅
梅
・
竹
河
三
帖
合
計

一
一
一、

一
O
O
字

f『、

帖
てτ7
汁＇－

1与

一
O
、
四
O
O
字
）

第
三
部

十
帖
台
計

二
四
九
、
七
O
O
字

（
一
帖
平
均

二
五
、
0
0
0
字
）

源
氏
物
語
五
十
四
帖
総
計

八
六
二
、
0
0
0
字

（
一
帖
平
均

二
ハ
、
0
0
0
字
）

即
ち
源
氏
物
語
は
、
第
一
部
の
一
帖
平
均
の
長
さ
を
一
O
O
と
す
れ
ば
、
第
二
部
は
一
七
六
、
第
三
部
は
二
O
三
と
い
う
よ
う
に
増
大
し
て
い
る
乙
と
が
わ
か

り
、
乙
の
物
語
自
身
の
問
題
と
し
て
も
興
味
が
あ
る
。
（
な
お
、
作
者
が
問
題
に
さ
れ
る
匂
宮
以
下
三
帖
は
二
ニ
O
に
当
る
が
、
乙
れ
は
僅
か
三
帖
な
の
で
、
作

者
問
題
を
考
え
る
上
で
は
参
考
に
も
な
る
ま
い
）

以
上
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
は

一
帖
平
均
の
夢
の
語
の
頻
度
も
増
す
が
、
各
部
の
一
帖
の
平
均
の
長
さ
も
増
し
て
い
る
の
で
、
頻
度
を
形
式
的
に
見
よ
う
と

第
一
部

「
夢
」
語
数
七

頻
度

一
・
七
七
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い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
と
の
「
夢
」
の
語
の
頻
度
を
、
仮
に
本
文
一
万
字
当
り
の
数
値
で
示
せ
ば
、

第
二
部

一
・
八
四

匂
・
紅
・
竹
三
帖

0
・
六
四

第
三
部

四
五

一
・
八O

全
五
十
四
帖

一
五

一
・
七
五

と
な
り
、
指
数
を
二
桁
に
と
れ
ば
、
い
ず
れ
も
一
・
八
と
な
っ
て
、
各
部
は
同
じ
頻
度
で
「
夢
」
の
語
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。（
乙
乙
で
も
、
匂
宮
以
下
三
帖

の
頻
度
が
甚
だ
し
く
低
い
事
を
理
由
に
、
作
者
問
題
に
論
及
す
る
の
は
無
珂
で
あ
ろ
う
。
）

あ
る
語
が
あ
る
作
品
に
ど
う
い
う
頻
度
で
あ
ら
わ
れ
る
か
は
、
作
品
の
内
容
、
場
面
に
よ
っ
て
動
い
て
く
る
の
で
、
頻
度
だ
け
を
根
拠
に
、
作
品
の
本
質
を

論
じ
た
り
、
い
わ
ん
や
作
者
問
題
を
云
々
し
た
り
出
来
な
か
ろ
う
と
は
私
も
考
え
る
が
、
作
品
の
量
が
か
な
り
あ
り
、
平
安
時
代
の
よ
う
に
、
狭
い
貴
族
社
会

を
の
み
描
い
て
い
る
場
合
、
そ
こ
に
作
品
の
傾
向
や
作
者
の
好
み
の
一
端
が
見
当
り
れ
な
い
こ
と
も
な
か
ろ
う
と
思
う
。
い
わ
ば
そ
う
し
た
瀬
踏
み
程
度
に
語
の



頻
度
を
考
え
た
上
で
、
以
上
の
結
果
を
眺
め
る
と
、
各
部
が
同
じ
頒
度
を
持
つ
の
は
、

作
者
が
同
一
で
あ
る
事
の
要
素
が
多
分
に
関
与
し
た
か
ら
か
と
も
思

う
。
し
か
し
一
方
、
各
帖
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
そ
れ
は
甚
し
く
異
る
。
藤
袴
、
真
木
柱
、
梅
枝
と
続
い
た
三
帖
に
一
夢
」
の
語
が
見
え
な
い
事
も
あ
る
し
、

夢
の
話
が
四
つ
も
語
ら
れ
る
明
石
で
は
十
七
語
も
「
市
と
が
あ
り
、
頗
度
は
九
・
二
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
題
の
浜
秘
中
納
言
物
語
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
浜
秘
に
夢
の
話
が
多
い
の
は
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
従
っ
て
「
夢
」
の
語
の
頻
度
が
高

く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
源
氏
に
も
夢
の
話
は
二
十
二
箇
所
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
も
第
一
部
、
第
二
部
、
第
三
部
に
、

一
二
、
四
、
六
、
と
、
ほ
ぼ
分
量

比
に
比
例
し
て
（
各
部
の
長
さ
を
整
数
比
で
示
せ
ば
、
五
、
二
、
三
、
と
な
る
）
あ
る
か
ら
、
語
の
頻
度
が
同
じ
で
あ
る
の
も
白
け
る
の
で
あ
る
。
と
こ
で
浜

松
と
の
頻
度
を
比
べ
る
に
つ
い
て
困
る
の
は
、
テ
キ
ス
ト
、
校
訂
者
が
異
な
る
と
、
漢
字
の
当
て
方
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
、
前
の
よ
う
に
活
字
数
で
比
べ
ら

れ
な
い
と
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
音
節
数
（
全
部
を
仮
名
で
書
い
た
時
の
そ
の
数
に
ほ
ぼ
等
し
い
）
に
依
る
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
と
い
っ
て
、
ま
さ
か

に
指
を
折
っ
て
数
え
も
な
ら
な
い
の
で
、
実
際
に
は
ま
ず
活
字
数
を
概
算
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
何
頁
か
を
無
作
為
に
選
ん
で
そ
れ
だ
け
の
音
節
数

を
数
え
、
活
字
数
と
の
比
率
の
平
均
値
を
求
め
て
全
体
の
音
節
数
を
推
計
す
る
の
で
あ
る
。
こ
ま
か
い
事
は
省
い
て
乙
の
方
法
を
用
い
て
計
算
し
た
結
果
だ
け-5-

て
「
夢
」
の
語
の
頻
度
も
、

を
示
せ
ば
、
推
計
総
音
節
数
は
、
源
氏
物
語
が
約
一
O
二
万
、
浜
松
中
納
言
が
約
一
五
万
七
千
で
、
源
氏
は
浜
松
の
六
・
五
倍
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し

一
万
活
字
数
当
り
で
見
る
の
で
は
な
く

一
万
音
節
数
当
り
に
よ
っ
て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
又
、
単
に
源
氏
と
浜
松
と
比
べ
る

（
作
品
）

の
も
意
味
が
な
い
の
で
、
周
辺
の
い
く
つ
か
の
作
品
を
も
多
少
含
め
て
示
し
て
み
よ
う
。

（
夢
の
話
の
数
）

伊

勢

物

崎

虫合

日

源

氏

物

紫
式
部
日
記

枕

草

和
泉
式
部
日
記

（
総
音
節
数
）

（
「
夢
」
の
語
の
頻
度
）

（
「
夢
」
の
語
の
数
）

圭
一
一

ム
ハ
語

一
・
七

三
万
五
千

言己

一
O
万
二
千

ニ
ム
ハ
語

。

一
了
五
五

空
間

一O
二
万

一
五
一
語

一
・
四
八

四
万
一
千

四宝五
ロ口

。

0
・
九
四

子

一
五
万
二
千

0
・
二
六

四
語

二
万
五
千

八
語

。

三
・
二
O



浜
松
中
納
言
物
語

一
五
万
七
千

八
五
語

五
・
四
O

夜
半
の
寝
党

二
O
万
四
千

五
二
語

二
・
五
四

四

狭

衣

物

主
阻

二
五
万
一
千

四
八
語

一
・
九

吏

f丑

日

言己

三
万
四
千

二
O
語

五
・
九
O

以
上
の
表
を
見
て
気
づ
く
乙
と
は

「
夢
」
の
語
の
頑
度
が
、
浜
松
と
更
級
で
最
も
高
く
、
且
両
者
が
極
め
て
近
似
し
た
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
、
つ
い

で
和
泉
式
部
日
記
が
、
夢
の
話
が
語
ら
れ
て
い
な
い
の
に
高
く
、
崎
蛤
、
寝
党
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
以
下
狭
衣
、
伊
勢
、
源
氏
と
ゆ
る
や
か
に
減
り
、
紫
式
部
に
つ

ぐ
枕
草
子
に
至
っ
て
急
激
に
落
ち
て
い
る
。
乙
こ
で
早
計
に
都
合
の
良
い
事
を
言
え
ば
、
浜
松
と
更
級
が
他
よ
り
際
立
っ
て
高
い
頻
度
を
示
し
て
い
る
の
は
、

作
者
が
同
一
人
で
あ
る
と
と
に
依
る
と
の
結
論
も
出
せ
よ
う
し
、
瀬
踏
み
程
度
と
し
て
は
、
そ
の
一
傍
証
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
と
も
思
う
が
、
反
面
、
都
合
の

悪
い
乙
と
も
あ
る
。
第
一
に
は
、
寝
覚
の
作
者
は
と
れ
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
っ
て
良
い
の
か
、
も
う
一
つ
は
、
源
氏
と
紫
式
部
日
記
と
の
違
い
を
ど
う
考
え

二
十
五
倍
の
量
で
あ
り
、
今
仮
に
、
両
作
品
が
「
夢
」
の
語
を
一
つ
ず
つ
増
し
た
と
す
る
と
、
源
氏
の
頻
度
は
一
・
四
八
↓
一
・
四
九
と
な
っ
て
殆
ん
ど
同
じ
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る
か
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
は
、
形
式
的
な
統
計
と
は
い
え
、
各
作
品
問
の
量
が
各
ミ
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
源
氏
は
紫
式
部
の
約

で
あ
る
の
に
、
紫
式
部
で
は
0

・
九
一
八
↓
一
・
二
二
と
な
っ
て
両
者
は
接
近
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
余
り
に
異
な
り
過
ぎ
る
量
を
持
つ
作
品
聞
の
頻
度
の
比
較

は
大
ま
か
に
見
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
夢
が
作
品
の
中
で
語
ら
れ
る
数
の
方
は
、
数
だ
け
な
ら
、
源
氏
が
最
も
多
く
、
以
下
、
浜
松
、
狭
衣
、
更
級
、
蛸
始
、
寝
覚
、
枕
、
伊
勢
の
順
と
な

る
が
、
こ
れ
も
作
品
量
を
考
え
て
の
割
合
か
ら
み
れ
ば
、
更
級
が
ず
ば
抜
け
て
多
く
、
以
下
、
崎
始
、
浜
松
、
狭
衣
、
伊
勢
、
源
氏
、
寝
党
、
（
枕
・
紫
・
和

泉
は
夢
の
話
が
な
い
）
の
順
に
な
る
。
夢
の
話
に
つ
い
て
は
第
四
節
以
下
（
次
号
）
で
述
べ
る
が
、
乙
れ
は
前
の
頻
度
の
順
と
一
見
似
て
い
て
、
両
者
は
ほ
ぼ

比
例
す
る
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
が
、
実
は
追
う
。
た
と
え
ば
、
寝
党
と
狭
衣
で
は
作
品
量
は
近
い
の
に
、
前
者
は
夢
の
話
が
役
者
の
三
分
の
一
し
か
語
ら

れ
て
い
な
い
が
、
語
の
頻
度
で
は
逆
に
高
く
な
っ
て
い
る
し
、
又
、
浜
松
と
一
史
級
の
歩
の
話
は
十
三
と
十
一
で
二
割
程
の
差
し
か
な
い
が
、
作
品
量
は
浜
松
が

四
倍
半
以
上
も
あ
っ
て
、
割
合
か
ら
見
れ
ば

「
手
」
の
語
の
頗
度
は
更
級
が
四
倍
近
く
あ
っ
て
も
良
い
笹
口
な
の
に
、実
際
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
ら

は

一
体
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
大
ざ
っ
ぱ
に
見
て
、
夢
の
話
と
語
の
頻
度
の
関
係
か
ら
作
品
を
分
類
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。



ー
、
夢
の
話
が
多
く
、
語
の
頻
度
も
高
い
作
品
ー
ー
ー
更
級
日
記
・
浜
松
中
納
言
物
語

2

、
夢
の
話
が
少
く
、
語
の
頻
度
も
低
い
作
品
l
l

枕
草
子

3

、
夢
の
話
の
多
い
割
に
、
語
の
頻
度
が
高
く
な
い
作
品
ー
ー
ー
狭
衣
物
語
・
崎
蛤
日
記
・
源
氏
物
語

4

、
夢
の
話
が
少
い
か
無
い
割
に
、
語
の
頻
度
が
高
い
作
品
l
l

夜
半
の
寝
覚
・
和
泉
式
部
日
記

以
上
か
ら
直
ち
に
何
が
結
論
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
更
級
と
浜
松
に
つ
い
て
の
類
似
性
は
、
と
と
で
も
か
な
り
あ
ら
わ
で
あ
る
。
た
だ
、

「
夢
」
と
い
う
語
の
頻
度
の
追
い
が
一
体
作
品
と
し
て
何
を
指
し
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
か
、
そ
れ
を
検
討
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
は
、
そ
の
語
が

実
際
に
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
を
見
る
と
と
に
あ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

「
夢
」
と
い
う
詰
が

「
夢
路
」
「
夢
見
」
「
夢
語
り
」
「
夢
解
き
」
の
よ
う
に
派
生
語
を
な
す
外
、
「
夢J，
つ
つ
つ
」
「
夢
ま
ぼ
ろ
し
」
の
よ
う
に
他
の
語
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に
接
し
て
対
照
的
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
中
古
以
後
の
作
品
に
屡
ミ
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
上
代
で
は
、
万
葉
集
、
古
事
記
を
見
て
も
、
せ
い
ぜ
い
地
名
の

い
め
わ
ピ

「
夢
の
淵
」
が
あ
る
程
度
で
、
他
の
成
語
は
余
り
見
当
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
万
葉
集
に
於
て
も
、
熟
合
せ
ぬ
ま
で
も
、
「
夢
」
と
「
現
」
が
対
比
し
て
う
た

わ
れ
る
例
は
珍
し
く
な
い
。

よ
る
い
め
つ

現
に
は
あ
ふ
よ
し
も
な
し
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
夢
に
を
継
ぎ
て
見
え
こ
そ

ふ

う
つ
つ
に
も
夢
に
も
吾
は
思
は
ざ
り
き
旧
り
た
る
君
に
こ
〉
に
会
は
む
と
は

（
巻
五

家
持

岩
波
文
庫
本
に
よ
る
）

（
巻
十
一
）

し
か
し
と
れ
ら
も
、
中
古
の
「
夢
う
つ
つ
」
が
持
つ
意
味
や
用
法
に
は
や
や
遠
く
、
現
実
に
で
は
な
い
が
、
ヂ
カ
に
で
は
な
い
が
、
せ
め
て
夢
で
、
と
い
う
心

持
が
あ
る
。

伊
卦
物
語
六
九
段
の
、
芥
宮
と
あ
か
ぬ
一
夜
を
過
し
た
脱
の
二
人
の
贈
答
歌
は
有
名
で
あ
る
。

ー
ー
！
女
の
も
と
よ
り
詞
は
な
く
て

君
や
こ
し
我
や
行
き
け
む
お
も
ほ
え
ず
夢
か
現
か
ね
て
か
さ
め
て
か



を
と
乙
、
い
と
い
た
う
泣
き
て
よ
め
る

か
き
く
ら
す
心
の
聞
に
ま
ど
ひ
に
き
夢
う
つ
つ
と
は
こ
よ
ひ
定
め
よ

こ
と
で
は
夢
か
現
実
か
、
両
方
が
入
り
ま
じ
っ
て
判
然
と
し
な
い
と
い
い
、
回
刀
は
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
ま
だ
、

ゆ
め
う
つ
つ

つ
」
の
詰
に
一
種
の
新
鮮
味
を
忠
じ
さ
せ
る
が
、
次
第
に
こ
の
言
葉
は
固
定
化
卸
会
化
し
て
い
く
。
浜
松
の
中
納
言
は
、
自
ら
の
心
を
コ
ジ
現
と
も
知
ら
れ
ぬ

「
夢
現
と
も
知
ら
れ
ぬ
心
」
即
ち
「
夢
現
の
心
」
と
い
う
よ
う
に
な
る
の
も
、
問
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

「
一
山
Y
J
v
つ
つ

心
の
み
だ
れ
」

（
を
五
）
と
呼
ん
で
い
る
が
、

う
し
て
、

「
う
つ
つ
」
と
対
比
さ
れ
た
夢
は

一
方
、
そ
れ
と
区
別
山
来
な
い
と
い
う
発
恕
を
生
ん
で

「
夢
」
の
語
の
本
来
の
意
味
か
ら
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま

の
属
性
が
強
調
さ
れ
、
表
面
の
意
味
に
と
っ
て
代
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

凡
そ

「
夢
」
と
い
う
語
が
、
時
に
応
じ
て
多
く
の
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
と
い
う
の
も
、
は
じ
め
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
訳
で
は
あ
る
ま
い
が
、
中
古
で
ほ
明

ら
か
に
そ
の
分
化
が
認
め
ら
れ
る
。
親
行
が
、

「
夢
浮
橋
」
の
帖
に
お
け
る
夢
の
語
を
「
い
づ
れ
も
は
か
な
き
心
な
り
」
と
述
べ
た
の
は
、
そ
の
一
属
性
を
示

に
示
し
て
み
よ
う
。
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し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
当
時
い
か
に
多
様
に
解
せ
ら
れ
て
い
た
か
は
、
見
方
に
よ
っ
て
い
く
つ
に
で
も
分
け
て
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
試
み
に
整
理
し
て
次

O
一
類

夢
そ
の
も
の
の
意
で
あ
る
。

｜
｜
行
ひ
さ
し
て
う
ち
ま
ど
ろ
み
た
る
ゆ
め
に

（
更
級
日
記
）

O
二
類
所
謂
「
は
か
な
き
心
」
が
下
に
あ
る
。

、
、ゆ
め
よ
り
も
は
か
な
き
世
の
巾
を
玖
き
わ
び
つ
〉
あ
か
し
暮
す
程
に

（
和
泉
式
部
日
記
円
目
頭
）

「
夢
よ
り
も
は
か
な
い
世
の
中
」
と
は
言
っ
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
、
夢
よ
り
は
か
な
い
も
の
は
な
い
の
心
が
下
に
あ
っ
て
の
上
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

浅
ま
し
う
、
今
ま
で
な
が
ら
へ
侍
る
や
う
な
れ
ど
、
忠
ひ
さ
ま
さ
む
方
な
き
夢
に
惑
は
さ
れ
侍
り
て
な
む
1

｜

（
源
氏
・
椎
木
、
大
君
の
詞
）

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
煩
悩
と
い
っ
た
意
味
に
更
に
固
定
化
し
て
考
え
て
良
い
場
合
も
含
ま
れ
て
い
る
。
又
、

「
夢
醒
め
て
」
と
い
う
慣
用
句
も
あ
る
。

。
三
類

「
ま
こ
と
と
思
へ
ぬ
」
心
が
下
に
あ
る
。

な
ほ
い
と
ゆ
め
の
心
地
し
侍
る
を
、
如
何
に
し
侍
る
べ
き
に
か

（
源
氏
・
若
紫
）



こ
れ
は
前
の
「
は
か
な
き
心
」
と
通
じ
る
点
も
あ
る
が
、
内
容
が
軽
い
。
「
夢
の
心
地
」
「
夢
の
や
う
に
」
と
し
て
頻
り
に
使
わ
れ
る
。
今
で
言
え
ば
、
一「

ホ

ン
ト
ノ
気
が
シ
ナ
イ
」

「
ウ
ソ
ノ
ヨ
ウ
ダ
」
に
近
い
。

「
う
つ
つ
」
の
対
と
も
な
る
。

O
四
類

「
少
シ
モ
」

う
ち
と
け
て
う
ら
み
顔
な
る
気
色
、
ゆ
め
に
も
も
ら
さ
ず

「
夢
に
も

「
古Y
に
」
で

「
イ
サ
サ
カ
モ
」
の
意
の
一
副
詞
句
と
し
て
使
わ
れ
る
。
一
副
詞
の
「
ゆ
め
」
と
は
区
別
す
る
。

（
寝
党
・
巻
五
）

O
五
類

男
女
の
契
り
を
一
不
す
。
逢
瀬
。

春
の
夜
の
夢
に
見
し
人
、
か
た
ち
も
琴
の
音
も
后
に
似
奉
り
た
る
に
こ
そ

（
浜
松
・
巻
一
）

こ
れ
は

一
夜
を
と
も
に
過
し
た
と
い
う
こ
と
と
、
実
際
に
起
っ
た
と
は
思
え
ぬ
よ
う
な
、
し
か
も
動
か
し
が
た
い
事
実
を
下
に
示
し
て
い
る
。
男
女
の
契
り

と
言
っ
て
も
、
殆
ん
ど
、
あ
る
二
人
の
、
あ
る
夜
の
、
あ
る
場
所
で
の
そ
れ
を
意
味
し
て
い
る
。

義
を
持
た
せ
て
、

以
上
の
ほ
か
に
も
考
え
ら
れ
る
方
法
は
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
こ
の
程
度
に
落
着
け
て
考
え
た
い
。
な
お
、
現
在
で
は
「
夢
」
の
語
に
「
希
望
」
「
理
想
」
と
い
う

「
：
：
：
ニ
ナ
ル
ノ
ガ
僕
ノ
夢
デ
ス
」
の
よ
う
に
使
う
が
、
上
記
作
品
の
用
例
中
か
ら
は
見
当
ら
な
い
。
現
実
に
な
し
え
な
い
乙
と
を
、
夢
を-9-

見
て
、
そ
れ
を
せ
め
て
も
の
頼
み
に
、
将
来
の
希
望
に
、
と
思
う
例
は
、
万
葉
集
の
恋
人
を
想
う
夢
に
も
、
更
級
日
記
の
後
世
を
頼
む
有
名
な
夢
に
も
、
屡
ミ

見
ら
れ
る
が

「
夢
」
の
語
そ
れ
自
体
を
抽
象
化
し
て
、
そ
の
意
味
に
使
う
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
大
凡
の
分
類
を
試
み
て
、
前
の
各
作
品
中
の
「
夢
」
の
語
の
頻
度
を
、
少
し
内
容
に
立
ち
入
っ
て
見
直
し
て
み
よ
う
。
個
々
の
作
品

に
就
い
て
見
て
い
く
の
は
徒
ら
に
長
く
な
る
の
で
、
ま
ず
そ
の
一
覧
表
を
示
す
。

蛤

川一~1!!

日

16 

作

口
口口

勢氏

物

63 
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く
本
文
一
万
音
節
数
中
に
於
け
る
頻
度
で
あ
る
。
即
ち

一
作
品
内
に
関
し
て
見
る
な
ら
%
で
見
れ
ば
良
く
、
各
作
品
問
の
比
較
を
す
る
な
ら
、
各
類
の
頻
度

に
よ
る
の
が
良
い
の
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
煩
瑞
な
表
で
あ
る
が
、
伊
勢
、
紫
、
枕
、
和
泉
、
と
い
っ
た
用
例
数
の
稀
少
な
作
品
に
就
い
て
は
、
各
類
の
%
や
ら

頻
度
や
ら
は
、
た
い
し
た
意
味
を
持
た
な
い
と
思
っ
て
見
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
乙
の
表
で
直
ぐ
気
付
く
の
は
、

第
一
刻
、
即
ち
夢
そ
の
も
の
を
指
す
用
例
の
頻
度
が
、

作
品
に
よ
り
、

か
な
り
変
化
を
示
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
吏
級
が
著
し
く
多
く
、
次
に
浜
松
と
崎
蛤
が
大
分
下
っ
て
続
き
、
狭
衣
が
そ
れ
に
つ
ぎ
、
源
氏
が
一
段
と
又
下
っ
て
、
寝
党
が
そ
れ
に
つ
い
で
い
る
。
乙

れ
で
、
前
節
に
お
け
る
疑
問
の
一
つ
は
解
け
る
の
で
あ
る
。
夢
の
話
が
多
け
れ
ば
、

「
夢
」
の
語
も
確
か
に
多
く
な
ろ
う
が
、
そ
れ
は
一
類
に
の
み
関
係
す
る

と
い
う
、
ご
く
当
然
な
処
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
度
党
と
扶
衣
の
問
で
、
後
者
は
夢
の
話
が
三
倍
も
語
ら
れ
る
の
に
、
語
の
頻
度
で
逆
に
増
し
て
い
た
の
は
、

一
煩
以
外
の
例
が
寝
党
に
多
い
か
ら
で
あ
り
、

一
却
に
限
れ
ば
、
狭
衣
は
や
は
り
三
位
の
用
例
款
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
浜
松
と
更
扱
を
、
夢
の
話

も
、
頻
度
も
多
い
作
品
と
し
て
あ
げ
な
が
ら
、

夢
の
話
の
割
合
か
3
り
し
て
頻
度
が
同
じ
に
な
る
の
は
お
か
し
い
と
言
っ
た
の
は
、

同
様
、

第
一
類
の
差
に
よ



る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
頗
度
の
趨
勢
は
一
郊
の
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、

一
類
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
語
の
頻
度
の
問
題
よ
り
、
夢
の
話
が
語
ら
れ
る
度
合
に

よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
ろ
う
。
小
本
町
で
語
の
頻
度
を
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
ま
ず
、
第
二
類
以
下
の
傾
向
に
注
目
す
べ
き
か
も
知

れ
な
い
。

土
左
円
記
と
竹
取
物
語
に
は
「
夢
」
の
語
が
な
い
。

（
児
巾
納
弓
一
口
物
語
で
は「
虫
め
づ
る
姫
君
」
「
思
は
ぬ
方
に
と
ま
り
す
る
少
将
」
に
各

「
は
な

だ
の
女
御
し
に
二
例
あ
る
の
み
で
他
は
な
い
が

頻
度
を
考
え
る
対
象
と
は
な
り
が
た
い
。
）

土
左
も
竹
取
も
恒
く
、
土
左
な
ど
は
更
級
の
半
分
程
し
か
な
い
が
、
幾
分
興
味
を
持
た
せ
る
の
は
、
土
左
が
道
中
の
記
で
あ
り
、
竹
取
が
伝
奇
的
、
時
に
は
夢

幻
的
作
品
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
事
に
あ
る
。
一
史
級
が
そ
の
量
か
ら
し
て
ど
れ
よ
り
も
夢
が
多
く
語
ら
れ
、
語
の
頻
度
も
極
め
て
一
向
い
の
に
、
始
め
の

い
ず
れ
も
作
品
目
体
が
個
々
で
は
余
り
に
短
か
過
ぎ
る
の
で
、

五
分
の
一
程
、
東
海
道
を
上
京
す
る
道
中
記
の
部
分
で
は
、
夢
の
話
は
お
ろ
か
、
そ
の
語
す
ら
見
え
な
い
。
尤
も
こ
れ
で
、
土
左
日
記
に
「
夢
」
の
語
の
見
え

な
い
説
明
を
し
よ
う
と
は
忠
わ
な
い
。
恐
ら
く
は
偶
然
で
あ
ろ
う
。
竹
取
物
語
で
は
ど
う
か
。
乙
れ
が
一
篇
の
夢
物
語
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
の
で
は
こ
の
物

語
の
評
価
と
し
て
も
落
第
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
作
品
が
短
く
、
夢
の
話
が
無
い
と
い
う
説
明
は
付
会
以
上
に
山
来
が
た
い
の
で
あ
る
。

枕
草
子
が
あ
れ
だ
け
の
量
で
あ
り
な
が
ら
、
夢
の
詰
を
わ
ず
か
四
例
し
か
有
し
て
い
な
い
の
は
、
他
と
比
べ
て
著
し
く
、
こ
れ
は
、
清
少
納
言
の
性
格
的
な
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一
面
を
感
じ
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。
現
実
礼
賛
に
終
始
し
た
彼
女
が
夢
に
殆
ん
ど
関
心
を
一
店
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
「
う
れ
し
き
も
の
」
の
段
で

彼
女
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

い
か
な
ら
む
と
思
ふ
夢
を
み
て
、
お
そ
ろ
し
と
胸
つ
ぶ
る
る
に
、
こ
と
に
も
あ
ら
ず
あ
は
せ
な
し
た
る
、
い
と
う
れ
し

こ
れ
は
必
ず
し
も
自
分
の
経
験
と
考
え
な
く
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
が
、
気
掛
り
な
夢
を
、
夢
解
き
が
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
と
判
断
し
て
く
れ
た
時
の
う
れ
し

さ
は
店
極
的
に
認
め
て
い
る
。
決
し
て
夢
に
闘
心
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
た
だ
そ
れ
以
上
に
、
現
実
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

崎
蛤
と
→
市
民
級
は
数
字
の
上
か
ら
み
る
と
、
二
類
以
下
に
特
別
の
変
化
は
な
く
、
こ
れ
は
夢
の
話
の
方
で
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
強
い
て
言
え
ば
、
更
級

に
四
類
の
例
が
な
い
。
夢
を
重
視
し
た
孝
標
女
は
、

「
夢
に
も
」
「
夢
に
」
の
形
で
、
「
少
シ
モ
」
「
チ
ッ
ト
モ
」
と
、
副
詞
凪
に
軽
く
扱
え
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
，
っ
か
。

一
方
、
物
語
を
見
る
と
、
源
氏
以
後
の
そ
れ
が
、
い
ず
れ
の
類
も
頻
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
点
に
留
意
さ
れ
る
。
浜
松
が
特
に
著
し
く
、
寝
覚
、
狭
衣
と
続



い
て
い
る
が

一
類
で
言
え
ば
、
狭
衣
は
当
然
寝
党
よ
り
多
く
、
寝
党
は
源
氏
よ
り
一
史
に
低
い
。

平
安
末
期
の
物
語
に
、
起
自
然
的
事
件
が
屈
と
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
三
物
語
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
後
で
述
べ
る
狭
衣
は
、
同
じ
夢
で
も
神

の
一
不
顕
と
思
わ
れ
る
場
合
が
多
く
、
浜
松
と
狭
衣
は
一
類
の
頻
度
が
近
い
と
言
っ
て
も
、
更
に
中
を
割
っ
て
み
る
必
要
も
あ
る
、
又
、
二
類
以
下
の
頻
度
は
、

月h
U
F
h
d
q
d
A

吐

源
氏
が
ι
に
な
る
の
に
、
狭
衣
ι
寝
党
J
浜
松
ι
と
、
各
ミ
大
き
な
異
な
り
を
見
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
一
刻
の
再
検
司
ー
ー
ー
夢
の
話
の
検
討ii

ー
を
伎
た
ず

0

0

2

3

 

に
結
論
を
急
ぎ
過
ぎ
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
た
だ
乙
こ
で
せ
い
ぜ
い
一
一
一

浜
松
と
寝
党
は
飛
叩
山
的
に
一
尚
い
乙
と
で
あ
り
、
浜
松
は
市

y
が
多
く
詰
苫
り
れ
る
以
上
に
、
語
の
頻
度
が
高
い
方
に
む
し
ろ
顕
著
さ
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
と
と
は
寝

党
に
於
て
も
（
夢
が
そ
う
多
く
語
ら
れ
て
い
な
い
の
に
）
言
え
る
乙
と
で
あ
る
。
三
物
語
は
い
ず
れ
も
源
氏
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
が
、
夢
の
語
だ
け
に

つ
い
て
み
て
も
、
浜
松
寝
党
は
、
狭
衣
と
対
蹴
的
位
置
を
占
め
て
い
る
。
浜
松
で
は
「
夢
」
と
い
う
語
の
響
き
に
、
他
の
ど
の
作
品
よ
り
も
は
か
な
さ
を
感
じ

（
二
類
）
、
克
に
夢
は
現
実
で
は
あ
り
え
な
い
の
だ
と
い
う
志
識
を
強
く
持
ち
な
が
ら
（
三
知
）
、
な
お
夢
に
頼
ら
な
け
れ
ば
き
て
い
か
れ
な
い
態
度
を
示
し
て

い
る
。
更
に
言
え
ば
、
寝
党
で
は
、
夢
の
は
か
な
さ
、
空
し
さ
を
強
く
感
じ
る
点
で
は
共
通
し
な
が
ら
、
転
々
生
起
す
る
人
問
の
苦
悩
に
宿
世
の
業
を
識
り
、
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人
の
心
、
性
格
、
立
場
が
織
り
な
す
辺
命
に
必
然
性
さ
え
示
し
つ
つ
も
、
な
お
そ
の
宿
命
を
夢
の
形
を
借
り
て
あ
ら
わ
さ
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
に
対
し
て
狭
衣
で
は
、
夢
を
多
く
語
り
、
物
語
構
成
上
に
あ
ら
わ
な
位
置
を
と
り
な
が
ら
（
後
述
）
、
夢
へ
の
関
心
や
信
頼
が
薄
い
乙
と
が
、
か
な

り
は
っ
き
り
汲
み
取
る
こ
と
が
山
来
る
。
こ
れ
を
以
て
浜
松
・
寝
党
を
同
一
作
者
と
す
る
一
傍
証
と
は
し
な
い
が
、
三
者
三
様
の
中
に
、
二
つ
の
立
場
を
感
じ

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

伊
勢
、
紫
、
和
・
ぷ
に
つ
い
て
は
、
短
い
作
品
な
の
で
特
に
触
れ
な
い
で
し
ま
っ
た
が
、
伊
勢
で
は
六
例
中
五
例
が
、
和
泉
で
は
八
例
中
七
例
が
歌
の
中
の
例

で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
お
く
。
古
今
集
に
も
夢
を
詠
ん
だ
歌
は
三
十
余
首
も
あ
り
、
和
公
式
部
集
に
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
小
野
小
町
も
民
主
夢
を
歌
っ
た

こ
と
で
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
紫
式
部
の
四
例
は
逆
に
す
べ
て
歌
で
は
な
い
が
、
政
’H
体
が
少
な
い
（
十
八
首
）
の
を
見
れ
ば
当
然
で
、
何
も
主
張
し
な
い
の

が
順
当
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て

一
夢
」
の
一
詰
の
加
反
を
問
題
に
し
て
、
作
品
を
論
じ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
大
体
、
い
か
な
る
肉
存
を
持
つ
詰
で
あ
っ
て
も
、一
語
の
頒
度
を

以
て
作
品
を
論
じ
よ
う
と
い
う
の
は
、
時
に
一
面
を
伝
え
な
い
で
も
な
い
が
、
土
台
無
別
で
あ
る
。
た
と
え
ば
浜
松
の
頻
度
が
高
い
と
言
っ
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ



分
量
の
各
巻
の
夢
の
語
の
分
布
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。

巻
一
、
二
四
例
。

巻
二
、
五
例
。

巻
三
、
一
五
例
。

右
四
、

一
七
例
。

巻
五
、
二
四
例
。

つ
ま
り
頻
度
五
四
と
い
う
数
値
も
、
中
を
覗
い
て
み
れ
ば
、
巻
々
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
も
追
う
の
で
あ
る
。
と
れ
は
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
源
氏
物
語
に
し
て

も
、
三
部
構
成
に
見
た
各
部
の
頻
度
ま
で
は
一
致
し
た
が
、
例
え
ば
帯
木
に
三
例
あ
り
、
と
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
（
二
万
字
前
後
）
の
帖
を
見
る
と
、
夕
顔
三
、

若
紫
八
、
葵
三
、
賢
木
二
、
須
磨
三
、
明
石
一
七
、
少
女
二
、
玉
竪
五
、
と
大
き
な
差
が
あ
る
。
し
か
し
と
れ
も
尤
も
な
こ
と
で
、
物
語
の
筋
に
起
伏
が
あ
る

よ
う
に
、
す
べ
て
の
語
の
あ
ら
わ
れ
方
に
も
起
伏
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
な
ヨ
り
し
た
も
の
の
中
か
ら
、
そ
の
作
品
の
平
均
的
傾
向
を
見
ょ
う
と
す
る
の

が
頻
度
を
問
題
に
す
る
目
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
夢
の
語
の
頻
度
の
中
で
、
二
類
の
は
か
な
い
心
を
伴
っ
た
語
が
源
氏
物
語
で
十
四
例
、
浜
松
中
納
言
物
語
で
九
例
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
分
量
比

を
考
え
れ
ば
浜
松
が
五
倍
近
く
も
増
し
て
い
る
勘
定
に
な
る
。
こ
れ
を
以
て
源
氏
か
ら
浜
松
へ
、
文
学
理
念
又
は
情
緒
の
一
端
と
し
て
で
も
、
は
か
な
き
心
が

増
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
の
資
料
を
示
し
て
み
よ
う
。

「
は
か
な
し
」
と
い
う
形
容
詞
が
あ
る
。
と
れ
に
は
「
も
の
は
か
な
し
」
「
心
は
か
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な
し
」
と
い
う
形
の
語
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
合
め
な
い
で
（
合
め
て
も
微
々
た
る
も
の
）
両
作
品
を
比
べ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
源
氏
物
語
二
九

O
語
、
浜
松
中
納
言
物
語
二
三
品
で
、
源
氏
が
い
く
ら
長
い
と
言
っ
て
も
浜
松
の
二
十
数
倍
あ
る
訳
で
は
な
し
、
結
局
頻
度
と
し
て
は
、
源
氏
の
方
が
三
倍
半

程
多
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
矛
盾
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
前
者
は
「
夢
」
に
関
し
て
の
「
は
か
な
さ
」
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
者
で
は
ま

だ
、
何
に
は
か
な
さ
を
感
じ

「
は
か
な
し
」
の
語
が
正
確
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
も
と
れ
も
、

一
資
料
と
し
て
見
れ
ば
一
つ
と
し
て
無
視
し
て
良
い
一
沢
は
な
い
が
、
械
っ
て
、

一
体
一
二
の
語
設
の
頻
度
に
よ
っ
て
の
み
作
品
が
語
り
う
る
も
の
か
ど
う
か
、

甚
だ
疑
わ
し
い
。
資
料
な
る
が
故
に
そ
れ
は
厳
に
存
観
性
を
要
求
さ
れ
は
す
る
が
、
そ
の
処
理
に
当
っ
て
は
、
形
式
的
に
論
じ
っ
く
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
即

ち
、
こ
う
し
た
資
料
は
、
作
品
論
の
中
に
迂
元
さ
れ
て
こ
そ
始
め
て
あ
る
坊
市
況
を
期
待
で
き
る
の
で
あ
り
、
木
起
の
川
場
合
で
は
、
抱
月
を
せ
ば
め
て
も
、
夢
が

作
品
の
中
で
ど
う
語
ら
れ
て
い
る
か
、
人
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
を
ど
う
受
け
取
っ
て
い
る
か
、
又
そ
れ
ら
が
作
品
の
中
で
い
か
な
る
位
置
を
占
め
て
い
る
か
、
と

い
う
問
題
に
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
以
上
の
こ
ま
ご
ま
と
し
た
デ
ー
タ
は
、
次
節
へ
の
い
わ
ば
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
ら
夢

に
関
し
て
の
本
質
的
な
問
題
に
就
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
で
、
次
号
に
述
べ
よ
う
。



参
考
・
統
計
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト

大
系
本
）

源
氏
物
語
（
岩
波
文
庫
本
）

浜
松
中
納
言
物
語
（
新
註
国
文
学
設
書
本
）

崎
蛤
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
枕
草
子
・
更
級
日
記
（
日
本
古
典
全
書
本
）

夜
は
の
経
ざ
め
（
藤
田
増
淵
校
註
本
）

伊
勢
物
語
・
和
泉
式
部
日
記
（
日
本
古
典
文
学

狭
衣
物
語
（
有
明
堂
文
庫
本
）
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